
・外国にルーツがある子どもたちにも十分な教育が提供され、必要な情報が得られる環境づくりを

支援していく必要があります。

・障がいのある人が、より図書館を利用しやすくするための取組をさらに周知し、障がいの有無に

関わらず学びの機会が提供される環境づくりを推進することが重要です。

課 題

現 状

・図書館で行っている障がい者向けのサービス（宅配サービスや対面朗読など）は、７割以上の方

が「知らない」と回答しており、「知っているが利用したことがない」と回答した方と合わせる

と９割を超える状況です。

・また、学びの機会の提供について、65.2％の市民が「必要とする知識や技能を十分に習得するこ

とができていない」と回答しています。

（参考）21 ページ「関連データ①学びの機会の提供」

現 状

▷市民用アンケート調査結果
図書館で行っているサービスの認知状況

（障がいに関係する項目のみ抜粋）

利用したことがある, 0.3%

知っているが、

利用したことは

ない, 16.4%

知らない, 
77.3%

無回答, 
6.0%

n=1066

障がいに

関する図書館

サービスの

認知状況

第４章 施策及び今後の取組

 
 
 

現在、小・中学校の教室には発達障がいや特異な才能、外国にルーツをもつ児童生徒等、家で日

本語を話す頻度が少ないなど、様々な特性をもつ子どもたちが存在しています。学校に馴染めず苦しむ

子どもも一定数存在し、町田市でも不登校の子どもは年々増加の一途をたどっている状況があります。 

このような「教室の中にある多様性」を認識すると、教員１人での紙ベースでの一斉授業というスタイ

ルでは、対応しきれないという現状が見えてきます。

全ての子どもたちの可能性を最大限引き出せるよう「一人ひとりの特性やニーズに合った学び」を推

進できる体制づくりを進めていくことが求められています。 

まちだ 
教育コラム 

15 教室の中にある多様性 

出典：Society 5.0 の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ内閣府 
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